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公 益 目 的 事 業  たたら製鉄の歴史と技術を保存、公開、実践することで日本の鉄文化を保護継承していく活動

1 )博物館等の展示 (指定管理)

① 菅谷たたら山内および周辺施設

・三軒長屋の令和 5年度再開館イベント 令和 5年 4月 30日 (日 )無料開放

令和 5年 4月 30日 に、菅谷たたら山内の全施設修理事業完了にともなうフルオープンイベント

が、雲南市教育委員会主催、財団共催で開催された。当日のイベント対応は株式会社キラキラ雲

南様にご対応いただいた。当日は無料入館とし、約 500名 のお客様にお越しいただいた。

【主催者行事】

石飛市長挨拶、ラメールマスターズプロジェクトによる演奏、

文化財課 角田課長による山内施設の解説

山内エリア :飲食業者による出店 (マルシェ)、 総合センター前 :農事組合法人すがや出店

【財団対応】

朝日施設長の解説ツアーを開館時間中に2回実施、各施設での職員による説明対応、

三軒長屋での抹茶の呈茶 (来賓 。一般参加者)、 物販対応

事業費 :職員人件費 。光熱水料費は菅谷たたら山内指定管理料、式典関係は雲南市
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天候状況により、急建中止となることがあで
'ま

す。公式 HP ブログ インスタグラムをご鷲認ください。

HP htt,://www tetsunorekFshimura.o,jp/sugaya
プログ htt,s://tetsureki‐ tatara blogspOt cOm/

インスタ https://www instagran com/tetsureki tatara/ 麟 翻 鐵
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ご来場 され るみ な さまへ (お願 い )

IⅢ ″汚1賃 内での欧資
`よ

Dく お断 つしてお ります.野 外欧黄スベースをご刊月 ください。

「137,度 以上の発部や 咳や叫啜口雖 味覚臣宙毎の症よのある方 
“

調のす ぐれない方はご来協オ′お産えくだきしヽ,

13密 な環境の場合は、マスクの着用にご協力 ください.

[問 い合せ ]雲南市教育委員会文化財課 TEL:085牛 40‐ 1075



・三軒長屋のハコモノ展示。※民具展示は民具整理が終わるまで保留。まずは、高殿・元小屋

米倉 。三軒長屋のハコモノ展示解説の充実を図る。
・周遊マップ 「図説菅谷たたら山内」の作成と配布の開始

② 鉄の歴史博物館 (吉田町郷土資料館)

1 企画展示

・「内藤伸 再発見 !彫刻作品展 PARTl」  会期 :令和 5年 12月 20日 -2月 4日

内容 :再発見された内藤伸の彫刻作品の展示を行つた。

個人所蔵の内藤伸作品 6点の展示を行つた。このうち、聖観音立像と不動明王像は、財団所蔵の内藤

伸撮影の作品写真と一致し、内藤伸の真作であることがわかった。聖観音立像は昭和 18年制作と写

真裏書からわかつていたが、所在が不明だつたものが今回再発見された。不動明王像に関しては、昭

和 13年に奈良の薬師寺の古材を使用して制作されたことが作品の銘文からわかつた。

報道記録 (山 陰中央新報 2024/1/12)
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PART I

鉄の歴史博物館
島根県雲南市吉口町吉田2533

不動明工坐像
個人断確

今和 5年 12月 20日 ～今和6年 2月 4日
開露時間 906～ 17ね 0(最終入館受付,600)入 館料 常設展含む ―般5⊇6円 中学生以下26Ю 円

体館月毎退月曜日(ただし月曜日が祝日0場合は翌日).令和5年 12月 29日 (金 )～ 令和0年 1月 3日 (水 )

主催 公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団
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・菅谷たたら山内総合文化調査 速報展 :「菅谷たたらの製鉄用具 ■」

会期 :令和 6年 2月 15日 -3月 31日

内容 :菅谷たたら山内総合文化調査の成果報告として、製鉄用具の調査成果を展示

『菅谷たたら山内総合文化調査報告書 3』 に記載の角田徳幸氏「菅谷炉の製鉄用具 lJの内容に基づ

き展示を行つた。上記報告は製鉄炉構築のための用具や部材の報告であり、その報告に掲載の島根県

指定の製鉄用具 23点の展示を行つた。

E蜘 程¬酎

菅谷舒の製鉄用具 ■

2024/2/15(木 )

-3/51(日 )
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率限道言己録 (山陰中央孝斤報 2024/3/16)
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・プチ展示

「吉田のたたらと人々」

会期 :令和 5年 12月 1日 ―令和 6年 3月 31日

内容 :吉田中学校 1年生による地域学習の成果物の壁紙新聞

2 展示・整理業務

・常設展示の見直し :常設展示替えに向け、整理を進める ((5)調査研究・資料収集べ
)。

内藤伸記念館 2階へ市保管の文化財の受け入れを準備 した
。菅谷・鉄の歴史博物館共通 :所蔵品の再 リス ト化、草刈 り等の定期化、冬の防災訓練

。出前展示
「フイゴと鍛冶」

・展示物 :フイゴ、パネル

・内容 :たたらの文化と道具展示
・対象 :子供
。会場と期間 :

道の駅たたら場壱番地 8月 1日 ～31日

加茂図書館 10月 3日 ～29日

大東図書館 10月 3日 ～29日

木次図書館中 10月 3日 ～29日

③ 入館実績

・菅谷たたら山内及び周辺施設

入館者数 :8,832人 (前年度 6,972人 、前年度比 126%UP)

・鉄の歴史博物館

入館者数 :4,599人 (前年度 4,115人、前年度比 111%UP)

④ 雲南市和鋼生産たたら体験交流施設

当施設での事業運営は、下記 「3)体験事業」のとおり。

)講座、セミナー、育成事業

鉄の歴史村の講演会

タイ トル :鉄の歴史村講演会 第 4回 菅谷たたら山内総合文化調査報告会

開催 日 :令和 5年 10月 14日 (土 )

会場  :雲 南市吉田健康福祉センター

講師  :(午 前)高橋誠二氏、梶谷光弘氏、新野邊幸市氏

(午後)角 田徳幸氏、鳥谷智文氏

主催   :公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団

共催  :雲 南市・雲南市教育委員会

後援  :鉄 の道文化圏推進協議会、雲南市たたらプロジェク ト会議、吉田地区振興協議会、

一般社団法人 日本鉄鋼協会

参加人数 :約 50人

事業費  :菅谷たたら山内活用事業補助金

２
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開催趣旨 :

菅谷たたら山内総合文化調査は、弊財団主導のもと、雲南市教育委員会様からの補助金を受けて、平

成 29年度から調査研究を継続 してきたもの。本講演会では、これまでの調査成果として、令和 4年

度に刊行 した最新の調査報告書に基づき、新たな 「菅谷たたら山内像」を報告する講演会となった。

講演者は、高橋誠二氏、梶谷光弘氏、新野邊幸市氏の 3名 の方にご講演いただいた。

午後は「たたら塾」の一環で、伝道師検定対策講座① 「観光ガイ ド伝授講座」を開催し、たたら文化

伝道師検定公式テキス ト『雲南のたたら文化』をガイ ドに生かす方法の講演会を行った。

調査内容を、雲南市民内外の文化財愛好者・調査研究者に向けて広く報告・還元することで、菅谷た

たら山内やたたら文化 (た たら文化伝道師検定や近代たたら操業など)への興味や関心に結びつける

ことができた。

開催内容 :

<午前 :鉄の歴史村の講演会>

・高橋誠二氏 (雲南市教育委員会文化財口果 主幹)「菅谷たたら山内 「山内祠Jの本納品について」

・梶谷光弘氏(元公益財団法人いづも財団 事務局次長)「在村医のオランダ医学修得について」

・新野邊幸市氏 (松江工高専機械工学科 教授)「近代たたら操業で得られた拇塊の組織観察」

<年後 :た たら塾」第 5回 伝道師検定対策講座① 「観光ガイ ド伝授講座」>

・鳥谷智文氏 (松江工業高等専門学校人文科学科 教授  「吉田のまちなみ」

・角田徳幸氏 (雲南市教育委員会文化財課 課長)「菅谷たたら山内を学ぶ」

② 博物館講座 :「たたら塾」

<たたら塾 地域学部会>

・地域の人たちとともに、文化財研究活動を展開する。活動内容 :民具整理など。



<たたら塾 サポー ト部会>
・博物館事業に関するサポーターをボランティア活動員として募集 し、生涯学習や自己研鑽

の場としての活用を期待する。たたら文化伝道師検定合格者の参加枠。

0たたら塾活動一覧

回

数

開催日 曜
　
日

時間 イベント名 会場 概要・目的 参 加 者

数

一般

参 加 者

数

関係者

第

1

回
7/21 金

10

12

00-
00

交流会 雲南市吉

田健康福

祉セ ンタ

たた ら塾の趣 旨説

明

塾生同士の意見交

換

19 5

第

2

回

8/11 金
10

15

00-
00

ガイ ドを体

験 してみ よ

う①

菅谷 たた

ら山内

菅谷 たた ら山内の

ガイ ド体験

4 1

第

3

回

8/29 火

10:00-
12:00

たた ら製鉄

に関す る講

義

雲南市吉

田健康福

祉セ ンタ

(講師)

雲南市文化財課

角田徳幸課長

(内容)たたら製鉄

像を見直す

15 5

13:30-
博物館 ギ ャ

ラ リー トー

ク

鉄 の歴 史

博物館

(講師)財団職員

(内容)鉄の歴史博

物館での解説案内

1

第

4

回

9/9 土
8 : 30～

13 :00
バス研修会

奥 出雲た

た らと刀

剣館

(講師)

小林 日本刀鍛錬場

小林俊司様

奥出雲町

佐伯行信様

13 3

第

5

回

10/14 土

10:00-
12:00

鉄 の歴 史村
の講演会

雲南市吉

田健康福

祉 セ ンタ

菅谷たたら山内や、

たた ら文化研究の

最前線

30 5

13:30-
15:30

伝道 師検 定

対策講座①
「観 光 ガイ

ド伝授講座」

(講師)

雲南市文化財課

角田徳幸課長

松江高専

鳥谷智文教授

(内容)『雲南のた

たら文化』をガイ活

用法伝授

30 5

第

6

回

11/17 金

ガイ ドを体

験 してみ よ

う②

菅谷たた

ら山内
菅谷たた ら山内の

解説案内

7 2

第

7

回

11/22

11/26

水

日

近代 たた ら

操業体験

(準 備 ～操

業まで)

雲南市和

鋼生産 た

た ら体験

交流施設

近代 たた ら操業の

体験 (事前準備など

も)。

20 0



第

8

回

1/28 日 午前中
文化財整 理

体験①

鉄 の歴史

博物館

(講師)財団職員

(内容 )

収蔵品整理業務

6 1

第

9

回

2/8 木

10100-
12:00

伝道 師検 定

対策講座②
「試験対策

講座」

雲南市吉

田健康福

祉セ ンタ

(講師)

雲南市文化財課

角田徳幸課長

松江高専

鳥谷智文教授

(内容)伝道師検定

の直前対策講座

20 2

13:30- 文化財整理

体験②

鉄 の歴史

博物館

(講師)財団職員

(内容)収蔵品整理

業務

8 1

第

10

回

3/16 土 午前中

令和 5年度

た た ら文化

伝道師検

定

チェ リヴ

ァホール
49 4

229人 35人

1 たたら塾 第1回交流会 (7月 )

令和 5年度から始まる「たたら塾Jの第 1回 目のイベン トとして、昨年度のたたら文化伝道師

検定受験者を対象にした交流会を実施 した。

当日の内容 :

・これから始まる 「たたら塾」とは ?、 令和 5年度の 「たたら塾」活動スケジュール等

・意見交換会 (交流会 :テーマに沿つて、グループディスカンシヨン)

実施 日  :令 和 5年 7月 21日 (金) 会場 :雲南市吉田健康福祉センター

参加者   :19名
後援   :雲 南市

実施後の成果 :

これまで個人でたたら文化について調べ

ていた方、奥出雲町のたたらガイ ドの会に

所属している方、近代たたら操業に興味の

ある方などが一堂に会 して情報交換する場

となり、横のつながりを形成する良い機会

となり、今後財団で進めていく「たたら塾」

のキックオフとしては良い出だ しとなっ

た。アンケー トの結果では、680/0の方に満

足・やや満足の評価をいただいた。

2 パス研修会 (9月 )

ガイ ド研修の一環として、奥出雲町たたらと刀剣館の見学を行つた。奥出雲町職員で、たたら

と刀剣館の団体ガイ ドを担当されている佐伯行信氏に展示説明を、小林俊司刀匠に特別に鍛錬実

演をしていただいた。

実施 日 :令和 5年 9月 9日 (土)  会場 :奥出雲町たたらと刀父1館

参加者 :13名



実施後の成果 :

ガイ ド研修を行 うとともに、鍛錬見学では刀鍛冶による玉鋼の鍛え方の実演だけでなく、小林刀匠

の家が刀匠職の家になる前までは大鍛冶をしていた家でもあるため、できあがつた拇から包丁鉄な

どの鋼材をどのように作つていたかという話を伺った。たたら文化のうち、操業部分がクローズアン

プされがちだが、その後の大鍛冶がどれほど重要なプロセスかとい うことを知つてもらう良い機会

となった。アンケー トの結果では、680/0の 方に満足・やや満足の評価をいただいた。

当日写真 :

巴  EG

3 たたら伝道師検定

雲南市では「たたら」の歴史、文化の魅力や価値を市民とともに再確認 し、共有することで、シビッ

クプライ ド (文化に対する愛着や誇 り)を醸成することを目的として、たたら文化を伝え広げていく

「人Jを育成するため、「たたら文化伝道師」認定制度に取 り組むことになった。

令和 4年度にプレ検定試験を実施 したところ、多くの受験者の方々にご参加いただけたので、今後も

この流れを4陛続 していきたいと考えている。

試験実施 日 :令和 6年 3月 16日 (上 )

試験会場  :チェリヴァホール (島根県雲南市木次町里方 55)3F 大会議室

受験料金  :初級受験料 2,000円

試験範囲 :

。試験は「初級」、「上級Jの区分を設定。ただし、令和 5年度は「初級」のみ実施し、令和 6年度以

降に初級合格者は上級の受験資格を有することになる。

・出題範囲 :『雲南のたたら文化』及び、鉄の歴史博物館展示、「和鋼風土記」の映像から出題。

・試験時間等 :【 初級】60分で 50問 を回答。正答が 60%以上で合格 (認定)。

・協力団体 :

主催 :雲南市たたらプロジェクト会議 (た だし検定事務局 (実質的な運営)は財団)

共催 :雲南市・雲南市教育委員会、後援 :鉄の道文化圏推進協議会

<実施後の成果 。所感 >
。現在採点の途中ですが、49名 受験中、合格 (30問以上正答)は 21名 (合格率 :42.80/0)。



・雲南市民だけでなく県内・県外にも広く広報した関係で、雲南市外の方々にも多く受験いただくこ

とができ、雲南の 「たたら文化」を広く普及することにつながつた。

(受験者 49名 中 (市内 :20名 、県内他市町村 :22名 、県外 :7名 ))

報道記録 :

朝日新聞デジタル >記事

たたら製鉄「伝道師」初の試験 49人挑戦、合格者の

SNS発信期待
石川秀B彦 2024年 3月 17日 10時 15分

品

検定試験に臨む人たち=2024年 3月 16日 、島根県

雲商市木次町里方のチェリヴァ本―ル、石川和彦撮

影 国

第1回たたら文化 伝道師 検定の初級試験が

16日 、 島根県 雲南市 木次町里方のチェリヴ

ア本―ルであつた。市内外から49人が受験

し、たたら製鉄に関する5者択一式の問題50

間に〕低んだ。30問以上正解すれば合格で、後

日発表される。

検定は、日本古来のたたら製鉄に関する文

化を語り継ぐ人材の発掘と育成を目指し、雲

南市たたらプロジェク ト会議 (会長=石飛厚

志市長)が計画した。昨年1月 にも実施したが

プレ試験という位置づけで、今回が正式試験

の初回になる。
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③ 学芸員実習

帝京大学より年度中に急遊依頼があり、刀剣に興味がある

学生 1名 の博物館実習を下記のとおり受け入れを行い、そ

の一環で田部清蔵氏の蔵書受入れ業務も行つた ((5)調査

研究 。資料収集を参照)。

受入期間 :8/27～ 9/3

受入内容 :たたら塾開催イベント (講演会、ガイ ド講座 )

への参加、博物館業務体験、田部清蔵氏蔵書

の運搬・整理業務など。

④ 出前講座等 (職員出向)

【ラジオ】

。ラジオ関西「しまねの国からこんにちは」9月 25日 :鉄の歴史村及び近代たたら操業のPR

・BSSラ ジオ 「今ね !しまね推し !」 1月 12日 :たたら文化伝道師検定及びたたら文化のPR

【Youtube】

・特adttionally Made Japanese Steel:Tamahagane<11月 近代たたら操業の映像+イ ンタビュー

>

く出前事業>

【出前語演・授業】

・綾歌神社総代会 (香川県)、 7月 9日 「「たたら製鉄」の歴史と技術～雲南市を中心に～」

。フェリシモ つらなり座洋69、 9月 14日 「世界で唯― 「たたら」の炎が燃える～菅谷たたら山内と

千年の鉄づくり～」

。上越教育大学附属中学校 (新潟県)、 10月 17日 「タタラ文化を民俗学的に考える」

。上越教育大学附属中学校 (新潟県)、 10月 21日 「テルミット反応の公開授業」

・出雲市高松地区寿会、■ 月 8日 「「たたら製鉄」とは何か ?」

3 )体験事業等 (指定管理)

① 近代たたら操業の実績

(ア)雲南市観光協会のたたら吹き (9月 )<共催>

三条市・ 日本鍛冶学会によるたたら操業が急途中止となったため、雲南市観光協会様、及び雲南

市役所様で操業を行つていただいた。拇出しの際は、同時並行で進んでいた日本遺産モデルツア

ー下見の一行に見学に来ていただいた。

1 実施日:令和 5年 9月 30日 (土 )～ 10月 1日 (日 )

2 工程、状況



令和 5年 8～ 9月 から土採 り、土の乾燥作業、土ふるいの作業を始め、並行 して砂鉄の準備、薪の準

備を始めた (当事業国による作業)。

9月 27日 (水)  灰すらし6回、土団子づくり

28日 (木)  中釜づくり、土張り、炉の乾燥

29日 (金)  上釜設置、炭切 り作業

30日 (土)  安全祈願、火入れ

10月  1日 (日 ) 拇出し

3 参加者の状況:財団職員、雲南市観光協会、雲南市

4 材料の数量、鋼の重量:木炭-650kg、 砂鉄-500kg、 9ょ母重量-70kg

5 写真:準備の様子、操業の様子
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6 報道記録 :Youtuberによる、操業動画の Youtube配信

●Youtubeチ ャンネル :Life Where I!m From

「Making Traditional Japanese Steel(Tamahagane)」

https://wwWttyoutubeacom/Watch?v=95ZT_opuaSA

岡本事務局長、小林研究員が解説に参加。

(イ )田部家のたたら吹き (10月 )

1 実施日:令和5年 10月 28日 (上 )～ 10月 29日 (日 )

2 工程、状況

令和 5年 9月 初旬から土採 り、土の乾燥作業、土ふるいの作業を始め、並行 して砂鉄の準備、薪の準

備を始めた。 (当事業団による作業)

10月 25日 (水)  土づくり、灰すらし3回

灰すらし3回、土団子づくり

元釜 。中釜設置、土張り、炉の乾燥

26日 (木)  上釜設置、炭切 り作業

27日 (金)  炭切 り、羽口確認

28日 (土)  安全祈願、火入れ

29日 (日 ) 鉛出し



3 参加者の状況 :た なべたたらの里プロジェク ト参加者約 20名

4 材料の数量、鋼の重量 :木炭-7 5 0kg、 砂鉄-6 1 4kg、 錮重量-8 4kg

5 写真 :準備の様子、操業の様子

6 報道記録① :新聞報道 (山陰中央新報 令和 5年 10月 29日 (日 ))

奉 咀 ジ ノ ‖ ‐
メム I 優 勝 した義 プ

伝統の炎たたら吹き要南・田部家

伝統の製鉄炉 に火入れ し、
加者が翌朝 まで砂鉄 と木炭 を
作業を続ける。夜 も操業 し29 物霜各行移鷲兵夢ユだ斎圭ご署農繁軍と評

操業 1回に例年、木炭 を700～800札、
500-6001口 使 う。

社 員 と一般 参

交互 に入 れ る

旱基 監むダ で

する。

砂鉄を

窮門1報‖!:盃

1挙.

けてできた鉄の塊を取り出 す
(狩野樹 理 )



報道記録② :Youtuberによる、操業動画の Youtube配信

OYoutubeチ ャンネル :Veritasium

「How The Most Expensive Swords ln The Worid Are Made」

httpSE//― WByOutubeBcom/watCh?V〓 Tt6WQYteⅨ A

(ウ )財団主催のたたら吹き (11月 )

国産砂鉄枯渇の問題に対処すべく、近代たたら炉で輸入砂鉄を使つて拇が形成できるかという実験

操業を行つた。操業は(株)吉 田ふるさと村と共同で行い、たたら塾生にも、事前準備・操業当日も大

変お世話になった。補助金獲得については、5)③ (オ)参照。

1 実施日 :令和 5年 11月 25日 (土)～ 11月 26日 (日 )

2 工程、状況 :

令和 5年 10月 初旬から土採 り、土の乾燥作業、土ふるいの作業を始め、並行 して砂鉄の準備、薪の

準備を始めた。 (当事業団による作業)

11月 22日 (水)  土づくり、灰すらし3回

23日 (木)  灰す らし3回、土団子づくり

元釜・中釜設置、土張り、炉の乾燥

24日 (金)  上釜設置、炭切 り作業

25日 (土)  安全祈願、火入れ

26日 (日 ) 鉛出し
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3 参加者の状況 :たたら塾生、吉田ふるさと村募集の参加者約 20名

4 材料の数量、鋼の重量 :木炭-750k9、 砂鉄一国産 106k9、 南アフリカ産 5 5 2kg

(100%南アフリカ砂鉄に対して 5%の真砂土を混入)

a母重量-1 1 4kg、 底銑重量-3 2kg

5 写真 :準備の様子、操業の様子

6 報道記録 :動画作成

吉田町在住の動画クリエーターの中瀬優佳氏に、操業手順の動画作成依頼。

令和 6年度より、鉄の歴史博物館内で放映予定。

●



② 小たたら操業

(ア )永田式小だたら操業 (6月 )<財団と共催>

1 実施日 :令和 5年 6月 11日 (日) 和鋼生産たたら体験交流施設

2 工程、状況 :

上記操業前日までに、財団職員が、和鋼施設に耐火煉瓦・砂鉄をはじめとした操業用具を設置すると

もに、操業後は、上記資材の撤去や、操業後のクジーニングを財団職員が行つた。参加者は操業当日

に操業をするのみ。

6月 11日 (日 )  炉づくり、炭切 り作業、操業、拇出し (1基で操業)

(永 田和宏氏指導の下、参加者のみで操業)

3 参加者の状況 :約 20名 (出雲市内の中学生含 )

4 材料の数量、鋼の重量 :木炭-7 0kg、 砂鉄-2 0kg、 拇重量-3 kg十 ■.5 kg

5 写真 :準備の様子、操業の様子

6 報道記録 :新聞報道 (山陰中央新報 令和 5年 6月 22日 (木))
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(イ )松江工業高校小だたら操業 (7月 )

松江工業高校定時制の授業の一環で、炉内に上を貼つた形での操業体験を行つた (工業高校では、こ

れまで炉内に上を貼らない永田式小をだたらは実施済)。 松江工業高校から操業指導の依頼があり、

松江工業高校に資材一式を運んで操業 した。

1 実施日 :令和 5年 7月 13(木 )～ 14日 (金)会 場 :松江工業高校

2 工程、状況 :7月 13日 (本)炉づくり、炭切り作業、7月 14日 (金)操業、皇母出し

3 参加者の状況 :9名 (松江工業高校学生)

4 材料の数量、鋼の重量 :木炭一約 40.5 kg、 砂鉄―約 2 0kg、 a母重量-2 kg

5 写真 :準備の様子、操業の様子

6 報道記録 :新間報道 (山陰中央新報 令和 5年 7月 17日 (月 ))

イ



(ウ )永田式小だたら操業 (11月 )<財回と共催>

1 実施日 :令和 5年 11月 8日 (水)会 場 :松江南高校

2 工程、状況 :

11月 8日 (水)炉 づくり、炭切 り作業、操業、拇出し (永 田氏指導による)

3 参加者の状況 :約 30名

4 材料の数量、鋼の重量 :実施団体からの情報提供なし。詳細は不明。

木炭―約 3 0kg(詳細不明)、 砂鉄―約 2 0kg(詳細不明)

鋼重量―不明

5  幸限道記録 :栞斤F耳ヨ幸限道 (山陰中央新幸限 令琴田5年 11月 11日 )
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(工)永田式小だたら操業 (3月 )<財団と共催>

1 実施日 :令和 6年 3月 10日 (日 ) 会場 :和α同生産たたら体験交流施設

2 工程、状況 :

上記操業前 日までに、財団職員が、和鋼施設に耐火煉瓦・砂鉄をはじめとした操業用具を設置すると

もに、操業後は、上記資材の撤去や、操業後のクリーニングを財団職員が行つた。参加者は操業当日

に操業をするのみ。

3月 10日 (日 ) 炉づくり、炭切 り作業、操業、拇出し (1基で操業)(永 田和宏氏指導の下、参

加者のみで操業)

3参 加者の状況 :約 20名

4材 料の数量、鋼の重量 :木炭-2 8kg、 砂鉄-2 0kg、 鍋重量―約 2 kg

5写 真 :準備の様子、操業の様子



③ ベーパーナイフづくり体験、和鋼小刀づくり体験

。このうち、ペーパーナイフづくり体験は、「しまね家庭の日」毎月第 3日 曜日は、家族連れ

のうち、1名無料とした。

・R5年度に受け入れ可能日を掲示しており、日程調整がよリスムーズになった。

ペーパーナイフ :119名 (内 、侍ペーパーナイフ 37名 )、 小刀づくり :2名

(ペーパーナイフ実績 令和 4年度 :76名 、令和 3年度 :50名 、令和 2年度 :61名 )

④  写生大会プラス
B薦市PTAB笛 励Eプログラム 写 生 大 会 プ ラ ス

03/401無 30～ 0
対象 :小中学生、期 日 :8月 4日 (金 )

会場 :菅谷たたら山内

講師 :高橋先生 (三刀屋高校、美術)

患鍵鳥豊塩駐留
ヒ財をおこ義子供向!貿顔加聰麒藤こ

F=牽帝1体噂静符,こな族海体

●申込先:夢ェリヴア林―ル

内容 :写生、 や ― ミ ー ら体験

●●加資:紺
GB宙外の方はS00月 )

●備つてくるもの :

ぷ層綸の員セット、
お開民|ェ嘔機、
ピチ煎 ゆ静エト、求衛

共催 :わ くわく教室 (雲南市文化体育施設利用

放課後子ども教室実行委員会 )

参加 :3名

簑申込

ン



⑤ 炭焼き体験

炭焼き体験ができるかを検討 した

。協議 日時 6月 30日 (金)午後 2時～

。会場 財団事務所

・参加者 舟木 海 (フ ォレス トラボ)、 陰山代表理事、他財団職員

・協議結果

舟木氏と財団でやれそ うなことを協議。

継続的マンパワー確保が必須だが見通しがない。その策がない限り、事業見通しが立ちにくい状況

を確認 した。

下記は舟木氏による事業イメージ (案 )。

奪k功誓婦

・育成プログラムの実施
〔フォレストラボ〕

・育成プログラムのサポート

たたら用炭のデータ蓄積
1マツ材→雑材 など,

・薪炭材の調達

〔炭の鋳入,

上記一切を受け、財国では R6年度の雑炭小たたら操業を通して、雑炭のたたら炭としての利用実態

データを得る運びとなつた。

継続的マンパワーの確保の策がない限り、事業見通 しの立ちにくい状況がある。

4 )姦影 ,コ｀
ンク■

'レ

インスタグラムを活用 したハ ッシュタグイベン トを開催した。

タイ トル :「#鉄歴写真部 R601J

募集期間 :令和 6年 1月 4日 (木)～ 2月 11日 (日 )

開催内容 :吉 田の町やたたら、鉄の文化に関する「イチオシ」を撮影 したものを、インスタ投稿

とい う形で募った。優秀作品は、3月 1日 以降、鉄の歴史博物館にて掲示した。

①炭焼きの人材育成プログラム構築

・適正な材の見分け 。伐採、搬出

`炭焼き工程   ・薪炭材林〔広葉樹林)の特性

など

②利用可能 な炭焼 き窯の確保

・炭焼き森の所有者との関係形成

・森の位置のマッピング

・状態やサイズ感の保存

④炭の品質の向上

・回数を重ねる 。データの収集、蓄積



■優秀賞

アカウント名 :dollmakerゴoko 様

記念品 侍ペーパーナイフづくり 1名様無料体験 (有効期限 2024年 12月 28日 )

今年も開催 :

′ヽッンュタグイベント

「 #鉄歴写真部R601」
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5 )調 査研究・資料収集

① 菅谷たたら山内とその周辺におけるたたら製鉄の比較研究

調査内容を報告書として刊行 した

刊行物 :『菅谷たたら山内総合文化調査報告書 5』

干J行年月 :2024/手 3月  吉Б数 :300

調査者兼執筆者 :角 田徳幸氏、鳥谷智文氏、新野邊幸一氏、

高橋誠二氏、岩城こよみ

報告書印刷等は (有)松陽印刷に委託した。

菅 谷 た た ら 山 内

総合文化調査報告書 5

公
`財

口法人 鉄の歴史村地域振興

`素
ロ

② 鉄の歴史博物館の展示替え

調査研究体制を整え、館の展示替えを行 うとともに、収蔵品の調査、目録

を再作成 した。

③ 文化財の売集・受け入れと整理

1.堀 江修氏所蔵「金屋子神とその付属品」 :寄贈、4月 16日

2. 角田徳幸氏蔵書 1点『砂鉄採取法』 :寄贈、8月 31日

3, 天津貴志氏所蔵「昭和 44年復元操業時の底銑」―式 :寄贈、11月 3日

4i 岩田泰隆氏所蔵「クラ」1点 :寄贈、1月 17日

5, 「杉戸神楽道具―式」 :寄贈、1月 17日

6L 山本重明氏所蔵「糸繰り機 (座繰り機)」 1点 :寄贈、1月 28日

フ. 稲わら工房からの藁細工関連民具―式の移管

8, 田部清蔵氏の蔵書等資料―式受入 :搬出と搬入は済んだ。現在、点数確認中。R6年度中

に寄贈の手続きに入る (整理業務については、博物館実習のベージ参照)。

9ュ  大澤正己氏の旧蔵書の整理作業 (島根県立大学生と協働)

令和 4年度末に受け入れた大澤正己氏の蔵書について、令和 6年 3月 6日 に島根県立大学松江

キャンパスの学生図書委員のイベン トとして蔵書整理作業を実施いただいた。

(学生 ■名、教職員 2名 の 13名 が参加 )

。実施内容 :

書籍の箱出し、市町村ごとに分類、台帳への入力作業、窪田文庫全体の並び替え (配架スペ

ース確保)を し、空いたスペースヘの配架作業を行つた。



④ たたら唄の資料収集と調査

CD・Rの音声データを確認中

⑤ 歴史文化活動に関する助成金申請

調査研究、資料収集に必要な事業費を見込み、助成金の申請を行つた。

補助金申請先機関 :島根経済文化振興会

交付額 :50万円、内容 :■ 月の財団主催たたら操業の事業費として

③ 調査協力・取材協力

合計 31特

菅谷たたら山内及び鉄の歴史博物館 :7件

内訳)写真撮影 5件 映像撮影 2件

菅谷たたら山内 :14件

内訳)写真撮影 6件 映像撮影 6件 資料掲載許可 2件

鉄の歴史博物 :7件

内訳)写真撮影 2件 映像撮影 2件 資料調査 1件 資料調査 l件 資料借用 l件

雲南市和鋼生産たたら体験交流施設・鍛冶工房・菅谷たたら山内 :1件

内訳)写真撮影 1件

和鋼生産たたら体験交流施設 :2件

内訳)写真撮影 1件 施設利用 l件

J又益 事 業  博物館等公開展示施設における商品の販売

■   )

。「財団鍛冶職人謹製ペーパーナイフ」販売準備
・「菅谷高殿」販売開始。81冊販売
・「ハガネピース」「ハガネピック」の販売開始

「ハガネピース」77個販売、「ハガネピック」12個販売

2   )

・令和 6年度販売開始商品の準備

(手ぬぐい (鐵 )、 内藤伸手ぬぐい、子安観音のお札 。お守り)

3   )

,検定テキス ト「雲南のたたら文化」販売開始。48冊販売



管理部門

1 )賛助会員の確保と普及活動 (令和 6年 3月末時点で個人 95名、団体 フ団体 )

①会員募集 一 個人会員 (年会費一口5,000円 )、 団体会員 (年会費一口30,000円 )

・賛助会員にも「たたら塾」のお知らせを送付するとともに、鉄の歴史村の講演会の抄録

集配布を行つた。

②賛助会誌 2回発行

2 )情 報発信

<ホームページ>
ホームページとリンクするブログ、インスタグラム等ヘイベン ト情報・展示情報を逐次掲載 した。

<SNS>
Instagram・ ブログを主たる広報媒体 としていたが、今年度よりX(旧 Twitter)を導入 し、広報

活動を展 F汗月している。

<そ の他 >
4月 刊行の『まつぷる松江。出雲』へ菅谷たたら山内・鉄の歴史博物館の情報を掲載した。また、

様々なメディアヘの菅谷たたら山内の写真掲載の対応も行つた (出 前講座のページ参照)。 東京・

大阪の島根県アンテナションプヘたたら文化伝道師検定の地端・ポスターを送付した。

3 )理事会の開催

。開催時期 :令和 5年 6月 および令和 6年 3月

そのほか必要な場合に随時臨時理事会を開催

・主な決議事項 :令和 4年度事業報告及び収支決算の承認

令和 6年度事業計画及び収支予算承認の件

その他法令又は定款で議決を必要とする事項

4 )評 議員会の開催

。開催時期 :令和 5年 6月 および令和 6年 3月

そのほか必要な場合に随時臨時評議員会を開催
・主な決議事項 :令和 4年度事業報告及び収支決算の承認

令和 6年度事業計画及び収支予算承認の件

その他法令又は定款で議決を必要とする事項




